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研究成果の概要（和文）：日本語の主語につく格助詞「が」「の」の選択を中心に言語変化の理論的考察をコー
パスおよび社会言語学的視点から行ったものである。特に、英語のデータをもとに提唱されている言語変化理論
の仮説であるConstant Rate Hypothesisの検証を日本語のデータを使って行い、それを支持する結果が得られた
ことは大きな成果である。また、格助詞「が」「の」の選択に関わる諸要因のうち、主語と述部の隣接性には言
語の認知処理に原因があるという仮説を立てて心理言語学的分析を進めた。その成果をもとに、失語症と神経言
語学の観点を取り入れた研究枠組みへの拡張を行った。

研究成果の概要（英文）：I conducted a corpus-based study to obtain empirical data of the subject 
case particles ‘ga’ and ‘no’, and analyzed them from a perspective of sociolinguistics. 
Regarding the linguistic change, I was able to verify the Constant Rate Hypothesis, which was 
originally made with English data, using data from Japanese. In addition to that, I analyzed the 
observed change by style, referring to the concept of “Japanese Standard” claimed by Takashi 
Nomura at the University of Tokyo. Furthermore, the factor ‘adjacency’, which was detected in the 
corpus study, was analyzed by conducting several experiments from a psycholinguistic point of view, 
based on a hypothesis that it is relevant to our cognitive skills to process language. This 
perspective brought me to a new joint project with the Section of Neuropsychology at the National 
Rehabilitation Center for Persons with Disabilities, in order to delve into linguistic aspects of 
the brain involving aphasiology and neurolinguistics.

研究分野： 言語学
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１．研究開始当初の背景 

（１）主語につく助詞「が」と「の」は、生

成文法の枠組みによる数多くの研究がある

が、その言語内的要因（文法制約）と言語外

的要因（話者の社会属性等）の両側面を取り

入れた経験的分析が本格的にはなされてい

なかった。 

 

（２）多くのコーパスが利用可能となってい

ることを受けて、定量的観点に基づき、文章

と発話における「が」と「の」の使用にどの

ような言語外的／内的要因が影響するかを

明らかにすることを目的とした。 

 
２．研究の目的 

本研究の主な目的は、当該現象に関する経験

的データの提供であった。 

 

（１）コーパスを利用することで詳細な統計

解析に耐えうる量のデータを得て、その分析

結果から助詞の選択に関わる様々な要因を

解明すること、さらには他言語との比較によ

り、言語変化理論への貢献を目的とした。 

 

（２）コーパス調査によりその影響が判明し

た要因の言語学的、認知科学的な説明を試み

るため、心理言語学的実験を行った。言語産

出のデータであるコーパスに加えて、言語理

解に関する実験データを取り入れることで、

多角的な視点から当該現象の考察を行うこ

とを目的とした。 

 
３．研究の方法 
 

（１）言語資料であるコーパスを複数使用す

ることにより、より幅広いスタイル・年代の

言語データを扱うことで言語変化や社会言

語学的要因についての問題に取り組む手法

を採用した。具体的には、「国会会議録」と

「日本語話し言葉コーパス」から既に得られ

ているデータに加えて、様々なレジスター

（新聞、雑誌等）を収録した「現代日本語書

き言葉均衡コーパス」（BCCWJ）、さらに大正・

昭和前期の発話資料である「岡田コレクショ

ン」を利用した。 

 

（２）コーパス調査で得られた知見をもとに、

心理言語学的手法を取り入れ、認知処理とい

う観点から言語の経験的データを抽出した。

手法は、日本語母語話者を対象とした容認度

判断課題と自己ペース読文課題の２種類を

採用した。 

 
４．研究成果 

（１）まず、格助詞「が」「の」の選択に関

わる要因の解明を目的としたコーパス調査

の結果、隣接性や話者の生年・発話年などが

その選択に影響を与えることが判明した。話

者の生年の影響に関しては、言語変化理論の

視点から、主語表示の格助詞には「の」から

「が」への変化が現在も進行していることを

示しているという仮説を立てた。さらに、英

語のデータで提唱されている Constant Rate 

Effect の仮説を検証する形で分析を進めた

結果、今回得られたデータがその仮説に従っ

ていることがわかり、個々の言語に関する知

見だけでなく、人間言語に普遍的な規則の解

明に貢献することができた。 

 

（２）次に、今回得られたデータに対して、

言語変化に関して前述と異なる視点である

「日本語スタンダード」という言語のスタイ

ルから考察を試みた。その背景には、進行中

の言語変化を扱う言語変異理論で対象とさ

れる言語は通常 vernacular（その土地の言

葉）であるのに対して、今回扱ったデータは

公的な場面での発話が中心だったことがあ

る。今回のデータに含まれる言語スタイルは

野村剛史氏の言うところの「日本語スタンダ

ード」にあたると捉え、そのスタイルに言語

変化が起きている例を観察したという視点

を取り入れることを試みた。野村氏によると

「日本語スタンダード」とは、日本にも西洋



のような演説（スピーチュ）が必要だと説い

た福沢諭吉の例から、福沢が演説で採用した

言葉は彼の母方言ではなく当時の「スタンダ

ード」に基づいていたとしている。本研究で

扱った岡田コレクションと国会会議録のデ

ータについても（少なくとも文法レベルであ

る主語表示「が」と「の」に関しては）日本

語スタンダードを反映していると考えると、

本研究のデータで観察された変化は個々の

話者のそれぞれの日常の言葉（母方言）で起

きている変化ではなく日本語スタンダード

に起きた変化を反映しているということに

なる。ただし、前述のように社会言語学では

通常、日常の言葉における言語変化を扱うた

め、日本語スタンダードという、多くの人々

が日常の言葉である母方言とは別に習得す

る言葉において変化がどのように起きてい

るかという点については、今後さらに追究し

なければならない。 

 

（３）また、本研究で用いたコーパス「岡田

コレクション」に収録された大正・昭和前期

の発話を分析することで、類似した特徴を持

つ発話を収録している国会会議録のデータ

との比較を行い、現代日本語との生起環境の

違いを明らかにした。特に、主語表示「の」

の減少という変化が当時存在していたこと

を定量的に示し、連体・終止形の一致と準体

句の消失という言語的側面からその変化の

進行具合について観察されたデータを示し

た。連体形述部や準体句といった言語的環境

は主語表示「の」の選好環境であることから、

本研究が提示したデータはこれら言語的環

境の変化、つまり「の」選好環境の消失が「の」

の減少を推進する役割を果たしたことを示

唆していると論じた。また、理論言語学の立

場から、この変化は主語表示「の」の認可に

関わる素性Nの手がかりである述部連体形が

顕在でなくなったことが「の」の使用率減少

に結びついたと捉えられると論じた。 

 

（４）主語表示「が」「の」の選択に関わる

要因としてコーパス調査により割り出され

た隣接性の要因について、心理言語学的視点

から経験的データを抽出し分析を行った。隣

接性の影響とは、「の」主語がその述部と非

隣接である場合に容認度が下がる現象であ

り、理論言語学における D認可仮説を手掛か

りにその統語構造について新たな知見を得

るべく経験的検証を行なった。容認度低下の

効果を「の」主語と述部の間に現れる介在要

素の統語位置から予測できるという先行研

究での主張に基づいて実験をデザインした。

本研究では非隣接環境の効果を実験により

経験的に検証するため、容認度判断課題と自

己ペース読文課題の２種類を採用した。まず、

時の副詞（TP 付加詞）と場所句（VP付加詞）

の２要素を介在要素に用いた容認度判断課

題の結果では、非隣接環境下で「の」主語の

容認度低下が実証された。自己ペース読文課

題の結果については、処理負荷が読み時間の

遅延として表出するという仮説に基づき、介

在要素の種類ごとにその効果を考察した。そ

の分析の結果、時の副詞と場所句の組み合わ

せでは、予測した通り「の」主語条件におい

て時の副詞（TP 付加詞）に読み時間の遅延効

果が見られたが、予測に反して後続する場所

句（VP 付加詞）でも遅延効果が見られた。場

所句における効果が時の副詞からのあふれ

効果かどうかを検証するため、時の副詞を様

態の副詞（VP 付加詞）に置き換えたところ、

様態の副詞では予測通り遅延効果が見られ

なかったが、後続する場所句では依然として

遅延効果が確認された。いずれの場合も場所

句は介在要素の２番目であり、その語順が場

所句の遅延効果を引き起こしている疑いが

あることから、その可能性を排除するために

場所句のみを介在要素とした条件（「の」主

語の属格解釈を避けるために固有名詞を採

用）が検証されたが、やはり場所句での遅延



効果が見られた。本研究では場所句の効果が

統語構造ではなく「の」の多義性による認知

的処理負荷に起因する可能性に言及したが、

その仮説の妥当性について今後さらなる検

証が求められる。 
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